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揺れやすさマップとは

揺れやすさマップ

エリアメール・緊急速報メール
エリアメール・緊急速報メールとは、NTTドコモ、au、ソフトバンク、楽天モバイルなど携帯電話事業者が提供するサービスで、災
害などの緊急時に「災害・避難情報」をエリア内にある対応携帯電話へ一斉に情報発信するものです。「災害・避難情報」を受信し
た場合、専用着信音、バイブレーション、画面表示でお知らせします。

緊急地震速報
気象庁が発表する「一般向け緊急地震速報」を携帯電話で受信できるサービス。気象庁が警報対象とした地域※の市町村に対して配信します。
※最大震度5弱以上と推定した地震の際に、強い揺れ（震度4以上）の地域

【ご利用にあたって】
余震が多く発生している時など緊急地震速報を適切に発表できないことがありますが、速報が発表されるときにはどこかで地震が発生していますの
で、身を守る行動をとって強い揺れに備えてください。
また、速報が発表されていなくても、地震の揺れを感じた時は身を守る行動をとって下さい。

地震の揺れと想定される被害
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地震発生時の時間経過別行動マニュアル

屋内にいた場合

屋外にいた場合

地震だ！ まず身の安全
大きな揺れを感じたり、緊急地震速報を受けたら、姿勢を低くし、頭を守り、揺れがおさまる
まで待ちましょう。

大揺れがおさまった
台所やストーブなど火の始末をしましょう。避難の時は、電気のブレーカーを下ろし、ガス
の元栓を閉めましょう。

火の始末のあと
家族の身の安全を確認、確保し、災害情報、避難情報を入手しましょう。また、避難可能な
出口も確保しましょう。

外に出たあと
家の家具の下敷きになった人の救出や、消火活動を隣近所で協力して行いましょう。

避難後、数日間
地震発生後の数日間は、水、食料に加え、電気などの供給が途絶えます。この間、日頃か
ら、生活必需品(非常用品)を準備し、自分でしのげるようにしておきましょう。

●その場に立ち止まらず、
窓ガラス、看板などの落
下物から頭をカバンな
どで保護して、空き地や
公園などの安全な場所
に避難する。
●近くに空き地などがないときは、周囲の状況を冷
静に判断して、建物から離れた安全性の高い場
所へ移動する。
●ブロック塀や自動販売機などには近づかない。
●倒れそうな電柱や垂れ下がった電線に注意する。

●ハンドルをしっかり
と握り、徐々にス
ピードを落とし、緊
急車両等の通行ス
ペースを確保し、道
路の左側に止め、エ
ンジンを切る。

●揺れがおさまるまで冷静に周囲の状況を
確認して、カーラジオで情報を収集する。

●避難が必要な時は、キーはつけたまま、ド
アロックもしない。車検証などの貴重品を
忘れずに持ち出し、徒歩で避難する。

●つり革や手すりに両手でしっ
かりつかまる。
●途中で止まっても、非常コック
を開けて勝手に車外に出た
り、窓から飛び降りたりしない。

●乗務員の指示に従って落ち着
いた行動をとる。

●揺れを感じたら、身の安全を確保し、すばや
く屋外の安全な場所へ避難する。

●揺れがおさまったら火の確認はすみやかに
（コンセントやガスの元栓の処置も忘れず
に)。

●乳幼児や病人、高齢者など要支援者の安全
を確保する。

●裸足で歩き回らない(ガラスの破片などで
ケガをする)。

●カバンなどで頭を保護し、ショーウィンド
ウや商品などから離れる。柱や壁ぎわに
身を寄せ、係員の指示を聞き、落ち着いた
行動をとる。

●ドアや窓を開けて避難口を確保する。
●避難にエレベーターは絶対に使わな
い。炎と煙に巻き込まれないように
階段を使って避難する。

●カバンなどで頭を保護し、座席の間
に身を隠し、係員の指示を聞く。あわ
てずに冷静な行動をとる。

半日

最低

～5日

10分～半日

５～10分

２～５分

地震対策について
家の中の安全対策 ●事前に準備出来ているか、チェックしましょう。

家具の転倒、落下を防ぐポイント ●事前に準備出来ているか、チェックしましょう。

部屋がいくつもある場合
は、人の出入りが少ない
部屋に家具をまとめて置
く。無理な場合は、少し
でも安全なスペースがで
きるよう配置換えする。

就寝中に地震に襲われると
家具が倒れるおそれがあり
危険。やむをえず置く場合
は、なるべく背の低い家具
にするとともに、寝ている
場所に倒れないよう、また
出入口をふさがないよう、
向きや配置を工夫する。

家具と壁や柱の間に遊びがあると倒
れやすい。家具の下に小さな板など
を差し込んで、壁や柱によりかかる
ように固定する。また、金具や固定
器具を使って転倒防止策を万全に。

玄関などの出入口までの通路
に、家具など倒れやすいもの
を置かない。また、玄関にいろ
いろものを置くと、いざという
ときに、出入口をふさいでしま
うことも。

地震による火災の原因の多くは電気が
関連。電気ストーブや電気コンロの転
倒や、停電復旧時の通電火災 ( 破損し
た電気コードのショートによる出火な
ど )がある。
電気火災を防ぐためには、感震ブレー
カーの設置が有効。

夜間就寝時、停電になると周囲の確認
ができず危険。
地震の場合はガラスが散乱したり、部
屋に閉じ込められることもある。普段
寝る場所から手の届くところに懐中電
灯やスリッパ、ホイッスルを。

L字金具や支え棒な
どで固定する。二段
重ねの場合はつなぎ
目を金具でしっかり
連結しておく。

所定の取り付
け場所(運搬用
取っ手など）を
転倒防止ベル
トで壁や柱に
固定する。

本体にナイロン
テープなどを巻
きつけ、取りつ
けた金具などで
固定する。脚に
は、すべり止めを
つける。

テレビ台とテレビを
直接固定するのが有
効。脚などに専用の
取り付け箇所がある
場合はボルト等で取
り付け、そうでないも
のは転倒防止ベルト
などで固定する。

L字金具などで固
定し、棚板には滑
りにくい材質の
シートやふきんな
どを敷く。重い食
器は下の方に置
く。扉が開かない
ように止め金具を
つける。

チェーンと金
具を使って数
箇所止める。
蛍光灯は蛍光
管の両端を耐
熱テープで止
めておく。

わが家の防災対策
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